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１．令和元年東日本台風の概要 

 令和元年１０月６日に南鳥島の南海上で発生した台風第１９号は、１２日１９時前に静岡

県伊豆半島に上陸、関東地方を縦断し、１３日未明に福島県から太平洋に抜けた。その後、

１３日１２時に岩手県沖で温帯低気圧に変わった。 

 この台風の接近・通過に伴い、東日本の広い範囲で大雨、暴風、高波、高潮となった。 

 雨については、１０日から１３日までの総降水量が、神奈川県箱根で１０００ミリに達し、

東日本を中心に１７地点で５００ミリを超えた。特に静岡県や新潟県、関東甲信地方、東北

地方の多くの地点で降水量の観測史上１位の値を更新するなど記録的な大雨となった。この

大雨について気象庁は、１０月１２日１５時３０分から順次、静岡県、神奈川県、東京都、

埼玉県、群馬県、山梨県、長野県、茨城県、栃木県、新潟県、福島県、宮城県、岩手県の１

都１２県に大雨特別警報を発表し、最大級の警戒を呼びかけた（１３日８時４０分までにす

べて解除）。 

 この大雨の影響で、河川の氾濫が相次いだほか、土砂災害や浸水害が発生し、人的被害や

住家被害、電気・水道・道路・鉄道施設等のライフラインへの被害が発生した。 

 台風第１９号は、甚大な被害をもたらした自然現象として令和２年２月１９日、気象庁が

「令和元年東日本台風」と名称を定めた。 

 

 

①町内における気象警報、雨量等の状況 

 （１）気象警報（横浜地方気象台発表） 

  １０月１１日（金）１０時３３分  強風注意報     発令 

           ２１時４２分  大雨・洪水注意報  発令 

     １２日（土）０７時０５分  大雨・洪水警報   発令 

           ０９時２８分  暴風警報      発令 

           １５時３０分  土砂災害警戒情報  発令 

           ２０時５０分  特別警報（大雨）  発令 

     １３日（日）１１時５８分  すべて解除 

    

 

 （２）２４時間雨量（１１日２３時から１２日２３時まで） 

観 測 所 累計／ｍｍ 観 測 所 累計／ｍｍ 

山 北 ３８４ 中 川 ５８０ 

高 松 ４０４ 箒 沢 ５９２ 

川 西 ４７１ 水の木 ５４３ 

三 保 ５４５   
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②町の対応 

 

（１）災害対策本部会議等の開催 

１０月１１日（金） ９時００分 第１回防災対策会議 

     １２日（土） ７時００分 第２回防災対策会議（第１回災害対策本部会議） 

           ２１時００分 第２回災害対策本部会議 

     １３日（日）１０時００分 第３回災害対策本部会議 

     ２８日（月）１３時３０分 第４回災害対策本部会議 

 

（２）災害対策本部の設置 

 １０月１２日（土） ７時００分 設置 

  ２８日（月）１４時１０分 解散 

 

（３）避難勧告等 

  １０月１２日（土） ７時３０分 警戒レベル３「避難準備・高齢者等避難開始」発令 

                  対象地域：町内全域 

           １１時００分 警戒レベル４「避難勧告」発令 

                  対象地域：町内全域 

     １３日（日） ７時００分 解除 

 

（４）避難所 

  １０月１２日（土） ８時００分 生涯学習センター、共和集会所、 

清水ふれあいセンター、三保支所 開設 

     １３日（日） ７時００分 閉鎖 

 

（５）避難者数 

     生涯学習センター     ８７世帯１８４名 

     共和集会所         ３世帯  ６名 

     清水ふれあいセンター    ３世帯  ４名 

     三保支所          ７世帯 １９名  

       合   計     １００世帯２１３名 
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２．被害件数及び被害金額 

①被害件数（令和２年４月１日現在） 

  人的被害 

   負傷者  １人（軽傷） 
 

住家被害 

   一部破損 ２棟３世帯８人 

   床上浸水 １棟１世帯４人 
 

  非住家被害 

   公共建物 全壊３棟、半壊２棟、一部破損１７棟 

   そ の 他 全壊１棟 
 

  その他被害 

   田の流出・埋没  ３ｈａ    河川     １２箇所 

   畑の流出・埋没 １２ｈａ    清掃施設    １箇所 

   道路      ２１箇所    水道   ２，５００戸 

   橋りょう     １箇所    電気     ４８６戸 
 

②被害金額（令和２年４月１日現在）※見込額含む 

町所管 

内 訳 内 容 

農林水産業施設   10,616,100円 

公共土木施設    123,131,800円 

その他の公共施設  81,117,545円 

農道・用水路等への流入土砂等の撤去 

町道等の流入土砂・倒木撤去、破損路面等の復旧 

観光施設・水道施設等の復旧 

合 計     214,865,445円  

その他 

内 訳 内 容 

農林水産業施設   27,808,000円 

その他の公共施設    682,000円 

その他       92,499,360円 

個人所有の農地（谷ケ地内）の復旧 

足柄西部環境センター流入土砂、倒木等撤去 

事業所、宿泊施設、キャンプ場等 

  合 計     120,989,360円  

  総合計 

内 訳 

農林水産業施設   38,424,100円 

公共土木施設    123,131,800円 

その他の公共施設  81,799,545円 

その他       92,499,360円 

合 計     335,854,805円 
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３．災害対応検証会議 

 町では、甚大な被害をもたらした令和元年東日本台風の対応について、今後の災害対応に

いかすべく、副町長を会長とした災害対応検証会議を設置し、検証を行った。 

 

①組織概要 

  所掌事項：災害対応の検証に関すること 

  構 成 員：副町長（会長）、教育長（副会長）、参事兼企画政策課長（総務部長）、 

福祉課長（民生部長）、都市整備課長（建設部長）、学校教育課長（教育 

部長）、参事兼上下水道課長（災害対策担当参事）、農林課長 

    所  管：総務防災課 

  設 置 日：令和２年２月１３日 

 

②開催実績 

 第１回災害対応検証会議 

日  時：令和２年２月２７日（木）１６時００分～１７時００分 

内  容：検証事項の抽出、課題及び改善策についての調査実施を決定 

    

第２回災害対応検証会議 

  日  時：令和２年４月２２日（水） ９時００分～１１時３０分 

内  容：調査結果の確認及び整理 

    

 第３回災害対応検証会議 

日  時：令和２年５月２７日（水）１３時３０分～１４時２０分 

内  容：検証結果の確認 
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③検証事項 

 （１）災害対策本部 

 （２）職員の配備体制 

 （３）避難所 

 （４）災害情報の発信・収集等 

 

④課題及び改善策 

 （１）災害対策本部 

No. 課題 改善内容 

１ 災害対策本部設置の周知が

スムーズに行われなかった。 

災害対策本部設置の標示板を庁舎正面玄関

に設置するとともに、地域防災計画に基づき次

のとおり周知する。 

・職員（庁内放送等） 

・町議会議員、自主防災組織（防災行政無線等） 

・一般町民（防災行政無線、あんしんメール等） 
 

 

 （２）職員の配備体制 

No. 課題 改善内容 

１ 各課の職員参集が、各所属

長の判断で行われたため、災

害対策本部において全体の参

集状況の把握ができなかっ

た。 
 

 職員の参集状況は、地域防災計画に基づき常

に各部長が把握し、災害対策本部長（町長）に

報告する。 

２ 避難所となった生涯学習セ

ンターでは、対応職員数が不

足する状況となったが、応援

職員の増員要請がスムーズに

行われなかった。 
 

部単位での対応が難しい場合は、部長間で調

整を行い、適切に配備する。 

３ 短期間に様々な方面から被

災情報等が寄せられたこと

や、浄水場の復旧に多くの人

員を投入したことにより、情

報の整理が追いつかなかっ

た。 

 

災害対策本部は、外部からの情報の受付を一

元化し、整理したうえで各部（課）に伝達する。 

各部（課）は指揮命令系統を維持したうえで、

災害対策本部からの情報に基づき対応する。 

災害対策本部機能の強化のために各部（課）

からも職員を招集できる組織の構築を検討す

る。 
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４ 上水道施設が被災したが、

担当課だけでは対応できず、

他の課に所属する水道部門経

験職員の応援が必要になっ

た。 
 

あらかじめ、道路部門経験者、水道部門経験

者などのチーム編成も考慮し、大規模災害に対

応する体制を整える。 

 

５ 災害発生に備えて、夜間待

機した職員が翌朝以降も対応

せざるを得ない状況であっ

た。 

また、計画断水中、火災時の

水利確保の対応として、職員

交代で２４時間待機してい

た。通常業務もあるなか、少人

数で運営していた。 
 

通常業務を停止することなく、長期かつ継続

的に災害対応が可能となる体制の構築について

検討する。 

 

 （３）避難所 

No. 課題 改善内容 

１ 川村小学校、山北中学校、山

北高校を避難所として開設し

なかった。 
 

避難所の空調や畳敷き等の環境を考慮して、

４箇所を開設したが、地域防災計画に基づき今

後は川村小学校、山北中学校、山北高校も開設

する。 

 

２ 生涯学習センターでは、避

難者への食料支援、乳幼児や

ペットを連れた方への対応、

車で避難された方の駐車場の

問題など、様々な問題が発生

した。 

食料支援は、状況に応じ備蓄食料を活用する。 

乳幼児を連れた避難者は間仕切りや別室を用

意する等の対応を行う。 

駐車場は、状況に応じ、やまきたこども園や

健康福祉センターの駐車場を開放する。 

ペットの受入れについては、避難所を指定し

て受入れスペースの確保について検討するとと

もに、同行避難についてのルールづくりに取り

組む。 

 

３ 生涯学習センターでは、避

難者が当初の予想を上回り、

途中で対応職員を増員する必

要が生じた。災害規模に見合

った人員配置が必要だった。 

 

避難所対応職員は、人員の不足により、対応

が後手に回らないよう気象情報等を参考にし、

あらかじめ避難所ごとに余裕を持って配備す

る。 
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４ 生涯学習センターでは、避

難者が増えるにつれ、毛布な

どの物資補充が間に合わなく

なった。 

 

地下倉庫から物資をあげ準備していたが、そ

れでも不足する事態が発生した。今後は気象情

報等を参考にし、必要物資について避難所ごと

に事前準備をする。 

５ 生涯学習センターでは、避

難所における責任者がはっき

りしていなかった。 

 

避難所の運営状況を考慮するなど、必要に応

じ課長級の職員を配備することにより責任者の

明確化を図る。 

 

６ 女性にも配慮した総合的な

相談活動が実施できなかっ

た。 

 

女性職員を配備し、避難者からの様々な要望

に対応できる体制をとる。 

 

 

 （４）災害情報の発信・収集 

No. 課題 改善内容 

１ 避難勧告を発令したが、避

難者の中には食糧や日用品等

の持参が出来なかった方がい

た。 

 各家庭における備蓄等災害時の備えについ

て、引き続き広報・啓発に取り組む。また、防

災無線での避難の呼びかけの際には持参を呼

びかけるが、避難者の状況に応じ必要な物資を

提供する。 

 

２ 収集した災害情報の整理が

追い付かず、また、他部署が受

けた情報等曖昧なものも多か

った。 

 

地域防災計画に基づき、情報伝達には災害連

絡票の使用を徹底する。 

 

３ 職員間において、被害状況

などの情報共有が出来なかっ

た。 

 

災害対策本部で情報を集約し、チェックイン

システムや庁内ＬＡＮのインフォメーション

機能の活用により災害情報を発信し、職員間の

情報共有の徹底を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 


